MAINSTREAM English Communication Ⅲ 2nd Edition

	科目：コミュニケーション英語Ⅲ　　単位：4　　学年：3年
使用教科書：（177増進堂　　コⅢ 342）　MAINSTREAM English Communication Ⅲ  2nd Edition
副教材等：同教科書ワークブック　


【学習の到達目標】
英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成でき，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力をさらに伸ばし，社会生活において活用できるようにする。
この目標を達成するために，次のような言語活動を行う。

ア　事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。

イ　説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応じた読み方をする。また，聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。
ウ　聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，話し合うなどして結論をまとめる。
エ　聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，まとまりのある文章を書く。
【評価の観点】
●関心・意欲・態度
英文読解のポイントを確実に習得して，そのスキルをあらゆる英文で活かし，様々なジャンルの英文を正確に理解しようとする。また，その内容をもとに言語活動を積極的に行い，コミュニケーションを図ろうとする。
●表現の能力
英文の内容について，情報や考えなど，伝えたいことを英語で話したり，書いたりして表現する。
●理解の能力
英文の内容について，時系列や前後関係，筆者の主張などを聞いたり読んだりして，理解することができる。
●知識・理解
様々なジャンルの英文を通して，言語やその運用についての知識を身につけるとともに，その背景にある文化などを理解している。
【評価の方法】
次の観点から総合的に評価する。
●日常の授業態度
●発問に対する回答の評価
●課題等の提出状況
●評価問題・定期考査
１１２時限　１年間履修
	月
	章
	授業時数
	授業進行案
	指導のポイント
（評価のポイント）
	言語材料のポイント
	音声・語いのポイント

	4
	Skill 1
	2
	①Check Point (p.6)
②Task (p.7)
	・英文の意味をフレーズごとのまとまりでつかませる。
・適切な位置にスラッシュを入れさせる。
	①Suppose ～
②as long as
	・品詞に応じた文の区切り方を把握させる。

	
	Skill 2
	2
	①Check Point (p.8)
②Task (p.9)
	・文のつながりを意識して読ませる。
・冠詞の変化や代名詞などへの言い換えやディスコースマーカーを意識して読ませる。
	①The former ～. The latter ～.

②either ～ or ...
	・文の展開に応じて語句などの表現が変わって行くことを確認させる。

	
	Skill 3
	2
	①Check Point (p.10)
②Task (p.11)
	・文の展開を予測しながら読ませる。
・未知語を推測しながら読ませる。

・本文に表れていない行間を読み取らせる。
	①according to ～
②manage to do
	・同格表現や接頭辞・接尾辞などから未知語の意味を推測させる。

	
	Skill 4
	2
	①Check Point (p.12)
②Task (p.13)
	・パラグラフ構成を意識して読ませる。
・トピック・センテンスがどこにあるのかを把握させる。
	①even though
②enough to do
	・主題となる語を探させる。

	5
	Skill 5
	2
	①Check Point (p.14)
②Task (p.15)
	・時間的順序の表現を意識して読ませる。
・時間を示すディスコースマーカーを把握させる。
	①at first
②later

③firstly, secondly, thirdly, ...
	・内容の時系列が分かる語を確認させる。

	
	Chapter 1
	3
	①本文 (pp. 16-17)
②True or False (p.17)
③Comprehension (pp.18-19)
	・柔道の創始者である嘉納治五郎の生涯とその功績を，時系列を追って理解させる。
・時間的順序のディスコースマーカーを意識して読ませる。
	①時の接続詞as
②so that

③due to ～, because of ～
	・内容の時系列が分かる語を確認させる。

	
	Skill 6
	2
	①Check Point (p.20)
②Task (p.21)
	・例示・列挙・新情報の追加の表現を意識して読ませる。
・それぞれのディスコースマーカーと，その後に続く内容を把握させる。
	①for example

②first(ly), second(ly), ...
③in addition
	・例示・列挙・新情報の追加のディスコースマーカーにどのような語があるのかを確認させる。

	
	Chapter 2
	3
	①本文 (pp. 22-23)

②True or False (p.23)
③Comprehension (pp.24-25)
	・マイクロファイナンスの仕組みを把握させ，その取り組みの具体例と成果を読み取らせる。

・例示・列挙・新情報の追加のディスコースマーカーを意識して読ませる。
	①as a result

②with doing（分詞構文）
③provide ～ with ...
	・例示・列挙・新情報の追加を示す語を確認させる。

	
	Skill 7
	2
	①Check Point (p.26)
②Task (p.27)
	・言い換え，要約・結論の表現を意識して読ませる。

・それぞれのディスコースマーカーと，その後に続く内容を把握させる。
	①in other words

②in short

③therefore
	・言い換え，要約・結論のディスコースマーカーにどのような語があるのかを確認させる。

	6
	Chapter 3
	3
	①本文 (pp. 28-29)

②True or False (p.29)
③Comprehension (pp.30-31)
	・モナ・リザが有名な絵となった経緯を把握させる。

・言い換え，要約・結論のディスコースマーカーを意識して読ませる。
	①in addition

②in fact

③more like ～ than ...
	・言い換え，要約・結論を示す語を確認させる。

	
	Skill 8
	2
	①Check Point (p.32)
②Task (p.33)
	・原因・理由と結果の表現をつかませる。
・それぞれのディスコースマーカーと，その後に続く内容を把握させる。
	①because, since ～
②thus

③that is why ～
	・原因・理由と結果のディスコースマーカーにどのような語があるのかを確認させる。

	
	Chapter 4
	3
	①本文 (pp. 34-35)

②True or False (p.35)
③Comprehension (pp.36-37)
	・どうして地球上で使える水が0.08%しかないのか，その解決方法としてどのようなことを提言しているのかを読み取らせる。

・原因・理由と結果のディスコースマーカーを意識して読ませる。
	①分数表現

②up to ～
③get + 形容詞
	・原因・理由と結果を示す語を確認させる。

	
	Skill 9
	2
	①Check Point (p.38)
②Task (p.39)
	・逆接・対比の表現をつかませる。
・それぞれのディスコースマーカーと，その後に続く内容を把握させる。
	①though

②on the contrary

③on the other hand
	・逆接・対比のディスコースマーカーにどのような語があるのかを確認させる。

	
	Chapter 5
	3
	①本文 (pp. 40-41)

②True or False (p.41)
③Comprehension (pp.42-43)
	・ウォルター・ミシェルが行った実験の内容を理解させる。
・逆接・対比のディスコースマーカーを意識して読ませる。
	①関係代名詞の非制限用法

②be willing to do

③end up doing

④follow up with~
	・逆接・対比を示す語を確認させる。

	7
	Skill 10
	2
	①Check Point (p.44)
②Task (p.45)
	・スキャニングとスキミングのスキルを身につけさせる。
	①attempt to do
②come up with ～
③as well as
	・スキミングやスキャニングの際にキーワードとなる語句を探させる。

	
	Chapter 6
	3
	①本文 (pp. 46-47)

②True or False (p.47)
③Comprehension (pp.48-49)
	・どうして著者は地球をLucky Planetと呼んでいるのか，他の星と比較してその理由を把握させる。

・スキミングをさせて大意を素早く読み取らせる。
	①倒置（仮定法）

②倍数

③turn into ～
	・トピック・センテンスとキーワードを拾い読みして大意を理解させる。

	
	Vocabulary 

Building 1
	2
	①接頭辞 (p.50)
	・接頭辞の意味を把握させ，語幹と合わさったときの意味を想像させる。
	①re-
②over-

③trans-　など
	・単語の構成を理解させる。

	
	Specialized

Reading 1
	2
	①解説 (p.52)
②Task (p.53)
	・グラフの数字を読み取った上で英文に書かれている内容を読み取らせる。
	①compare to ～
②in the case of ～
	・グラフの数字に関わる表現を読み取らせる。

	
	Chapter 7
	3
	①本文 (pp. 54-55)

②True or False (p.55)
③Comprehension (pp.56-57)
	・世界人口がどのように変遷しているのかを読み取らせる。
・グラフの数字を把握しながら英文の内容を理解させる。
	①at least

②at rate

③between ～ and ...
	・グラフの数字に関わる表現を読み取らせる。

	9
	Specialized 

Reading 2
	2
	①解説 (p.58)

②Task (pp.58-59)
	・小説・物語の英文の特徴を理解させ，その読み取るポイントを把握させる。
	①bother with ～
②a couple of ～
③come along
	・物語の肝になる表現を読み取らせる。

	
	Chapter 8
	3
	①本文 (pp. 60-61)

②True or False (p.61)
③Comprehension (pp.62-63)
	・登場人物の心情や行動の原因と理由を把握させ，最終的に話がどのような流れになっているのかを理解させる。
	①cannot help doing
②the whole time

③as if
	・文中には語句で明示されていない行間の内容まで読み取らせる。

	
	Specialized

Reading 3
	2
	①解説 (p.64)

②Task (pp.64-65)
	・ディスカッション・ディベートの特徴を理解させ，その読み取るポイントを把握させる。
	①be familiar with ～
②whether or not

③be capable of ～
	・話者の主張となる表現を読み取らせる。

	
	Chapter 9
	3
	①本文 (pp. 66-67)

②True or False (p.67)
③Comprehension (pp.68-69)
	・三人の生徒が主張している内容を把握させ，それぞれの意見の違いを理解させる。
・主張している内容と理由，そして結論をきっちり分けて把握させる。
	①wonder wh節
②result in ～
③on doing
	・生徒の主張が現れている語を把握させる。

	
	Vocabulary

Building 2
	2
	①接尾辞1 (p.70)
	・接尾辞の意味を把握させ，語幹と合わさったときの意味を想像させる。
	①-ic

②-ous

③-ive　など
	・単語の構成を理解させる。

	10
	Chapter 10
	4
	①本文 (pp. 72-73)

②True or False (p.73)
③Comprehension (pp.74-75)

④Exercise (p.76)

⑤Activity (p.77)
	・東京スカイツリーがどのような建築物かを把握させ，そのデザインに込められた意味や機能について理解させる。

・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①besides
②take into account

③関係副詞where

④無生物主語
	・未知語は文脈から意味を想像させる。
・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	
	Chapter 11
	4
	①本文 (pp. 78-79)

②True or False (p.79)
③Comprehension (pp.80-81)

④Exercise (p.82)

⑤Activity (p.83)
	・人はどの程度の頻度でうそをついているのかを理解させ，うその仕組みを解明する実験の内容とその結果を把握させる。
・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①view as ～

②in this way

③whether ～ or ...

④関係代名詞の２重限定
	・未知語は文脈から意味を想像させる。

・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	
	Chapter 12
	4
	①本文 (pp. 84-85)

②True or False (p.85)
③Comprehension (pp.86-87)

④Exercise (p.88)

⑤Activity (p.89)
	・江戸の町ではどのような仕組みを持ち，どうして世界のどの都市よりもきれいだったのかを把握させる。

・筆者の主張を読み取らせる。
・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①no longer
②the rest of ～
③not only[just] ～ but (also) ...

④when (S + be動詞) doing, ...
	・未知語は文脈から意味を想像させる。

・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	11
	Chapter 13
	4
	①本文 (pp. 90-91)

②True or False (p.91)
③Comprehension (pp.92-93)

④Exercise (p.94)

⑤Activity (p.95)
	・蝶がどのようにして生き残ってきたのか，それを解明する実験と結果を読み取り，最初に投げかけられた疑問をどのように結論づけているかを把握させる。
・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①this is how ～
②in any case

③to one’s + 感情名詞
④～ is worth doing
	・未知語は文脈から意味を想像させる。

・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	
	Chapter 14
	4
	①本文 (pp. 96-97)

②True or False (p.97)
③Comprehension (pp.98-99)

④Exercise (p.100)

⑤Activity (p.101)
	・最初の問いかけを確実に把握させた上で，中国にガラスが根付かなかった理由と，ガラス文化が栄えた西洋でどのようなことが起きたのかを読み取らせ，現在の中国はどうなっているかを理解させる。
・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①make in ～ / make of ～
②allow ～ to do

③分詞構文

④～ + that + S V ...（同格のthat）
	・未知語は文脈から意味を想像させる。

・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	
	Chapter 15
	4
	①本文 (pp. 102-103)

②True or False (p.103)
③Comprehension (pp.104-105)

④Exercise (p.106)

⑤Activity (p.107)
	・電子書籍と紙の本を比較して，両者にどのような特徴があり，今後両者はどのように使われていくと筆者が考えているのかを読み取らせる。
・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①to be sure

②rather than ～
③関係詞の非制限用法

④～ is not to say (suggest) that ...
	・未知語は文脈から意味を想像させる。

・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	12
	Chapter 16
	4
	①本文 (pp. 108-109)

②True or False (p.109)
③Comprehension (pp.110-111)

④Exercise (p.112)

⑤Activity (p.113)
	・コスタリカが行った数々の環境政策を把握させ，政府の狙いと実際の効果を読み取らせる。

・コスタリカの環境政策を見て，筆者はどのように結論づけているのかを読み取らせる。
・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①get counted

②end up doing

③if節のない仮定法

④in charge of ～ / in the long run
	・未知語は文脈から意味を想像させる。

・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	
	Chapter 17
	5
	①本文 (pp. 114-117)

②True or False (p.117)
③Comprehension (pp.118-119)

④Exercise (p.120)

⑤Activity (p.121)
	・フェアトレードの概要を把握させ，どのような問題解決の糸口となっているのか，また実際にフェアトレードを行っている人々はどのように思っているのかを読み取らせ，筆者は消費者がどのような行動をすれば良いと考えているかを理解させる。
・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①be based on ～
②～ out of ...
③make a difference

④for + S + to do
⑤take ～ for granted
	・未知語は文脈から意味を想像させる。

・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	1
	Chapter 18
	5
	①本文 (pp. 122-125)

②True or False (p.125)
③Comprehension (pp.126-127)

④Exercise (p.128)

⑤Activity (p.129)
	・iPS細胞の概要を理解させ，それに対する山中教授の考えを把握させる。

・山中教授のスピーチ文を読ませ，VとWはどのような意味なのかを理解させる。その上で山中教授がスピーチで伝えたかった内容を把握させる。
・Exerciseで紹介されている語や文法事項を理解させる。

・Activityで入試を見据えたリスニング問題に挑戦させる。
	①be similar to ～
②put into practice

③may ～, but ...
④Once S + V, S1 + V1 ～
⑤as + S + V
	・未知語は文脈から意味を想像させる。

・Exerciseで紹介されている語を学習させ，派生語の意味を考えさせる。

	
	Optional Reading
	6
	①本文 (pp. 130-133)

②Questions (p.133)
	・ヘレン・ケラーの書いたエッセイを読み解き，彼女の考えていることを把握させ，もし目が見えるとしたら何をしたいと言っているのかを理解させる。
・ここまで学習した読解技術を活かして英文を読み解かせる。

・本文を味わった上で，Questionsでまとまった量の感想を書かせる。
	①倒置

②the + 形容詞
③否定語（seldom, hardly）
④those who ～
⑤等位接続詞 for
	・やや古い英語で書かれているので，文脈から未知語の意味を想像させながらスキミングをさせる。

	2
	Vocabulary

Building 3
	2
	①接尾辞2 (p.134)
	・接尾辞の意味を把握させ，語幹と合わさったときの意味を想像させる。
	①-er

②-(i)an

③-ism　など
	・単語の構成を理解させる。

	
	Discourse

Marker

まとめ
	2
	①ディスコースマーカー（pp.135-136）
	・Skillsで学習した読解技術を復習し，どのようなディスコースマーカーがあるのかを再確認させる。
	①at first / then / later

②for example

③in other words

④because

⑤though　など
	・代表的なディスコースマーカーの語句を理解させる。

	
	背景資料
	6
	①分野別Hot Topics (pp.138-143)
	・入試に頻出する６つの分野の概要を理解させ，問われやすいポイントを確認させる。
	①language acquisition
②poverty

③deforestation

④genetically modified

⑤theory of evolution　など
	・分野ごとに頻出する単語を学習させる。

	(3)
	リスニングポイント
	2
	①リスニングポイント （pp.144-145）
	・リスニング問題を理解するために押さえておきたいポイントを学習させる。
	
	・アクセント，リズム，イントネーションに気をつけて，実際に発音させながら聞かせる。

	　
	時数計
	112
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